
平成27年3月期第2四半期
決算説明資料



目次
Ⅰ. 平成27年3⽉期第2四半期 決算概要 2 Ⅲ. 地域経済・社会への貢献 20

決算概要 3 成⻑分野⽀援の取り組み 21
預⾦・預り資産 4 岡⼭県との包括提携（平成26年８⽉） 22
貸出⾦ 5 「もんげー岡⼭！定期預⾦」の取り扱い 23
預貸⾦利回り・利鞘 6 Ⅳ. トマト銀⾏の概況 24
有価証券 7 トマト銀⾏のあゆみ 25
⾃⼰資本⽐率 8 トマト銀⾏の店舗ネットワーク 26
経費・ＯＨＲ 9 トマト銀⾏のプロフィール 27
不良債権⽐率、保全・引当状況 10 本資料に関する照会先 28
平成27年3⽉期 業績予想 11

Ⅱ. 中期経営計画「トマト MOTTO³ プラン」 12
中期経営計画「トマト MOTTO³ プラン」 13
⼆⼤変⾰： お客さまサービス改⾰ 14
⼆⼤変⾰： 営業⼒パワーアップ 15
法⼈のお客さまへの取り組み 16
個⼈のお客さまへの取り組み 17
倉敷地区の営業ネットワーク充実 18
預⾦残⾼１兆円達成（平成26年９⽉） 19

1



Ⅰ．平成２７年３⽉期第２四半期 決算概
要

Ⅲ．地域経済・社会への貢献

Ⅳ．トマト銀⾏の概況

2

Ⅱ．中期経営計画 「トマト MOTTO３プラン」



（単位：百万円）

決算概要

25年9月期 26年9月期 前期比

業務粗利益 7,238 7,501 262

うち資金利益 6,784 6,971 187

うち役務取引等利益 401 387 △ 14

経費 5,624 5,860 236

コア業務純益 1,581 1,569 △ 11

一般貸倒引当金繰入額① △ 243 △ 288 △ 45

業務純益 1,858 1,929 71

臨時損益 △ 556 △ 618 △ 62

うち不良債権処理額② 389 559 170

うち株式等関係損益 △ 42 △ 2 39

経常利益 1,301 1,311 9

中間純利益 796 883 86

与信関連費用（①＋②） 145 271 125

損益状況 経常利益・当期（中間）純利益

（単位：百万
円）

【単体】

・ 資⾦利益が増え、２年連続の増収・６年連続の増益
・ 27年3⽉期（予想） 経常利益25億円、当期純利益15億円（過去最⾼益）を確保⾒込み
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預金・預り資産

預⾦残⾼推移

9,518

預り資産残⾼推移

（億円）

9,1048,883 10,180 10,477
11,041

※ 預り資産とは、預⾦、譲渡性預⾦、投資信託、公共債
個⼈年⾦保険をいいます。

+12億円
+7.2％

+173億円
+9.4％

+308億円
+4.1％

△ 40億円
△ 16.0％

+494億円
+5.1％

+6億円
+0.8％

・ 預⾦は順調に増加し、26年3⽉末⽐ 494億円（+5.1％）の増加し、1兆円の⼤台を突破
・ 預り資産残⾼（預⾦含む）は、26年3⽉末⽐ 495億円（+4.4％）増加し、1兆1,536億円に

+494億円
+5.1％

（億円）
+495億円

+4.4％
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10,013
11,536

+51億円
+12.5％

△ 16億円
△ 15.0％



貸出金

貸出⾦残⾼推移 個⼈ローン残⾼推移

岡⼭県内向け貸出⽐率

8,064

（億円） （億円）

2,744

7,272
6,768

8,394 2,521
2,430

2,846

+140億円
+16.5％

+86億円
+3.0％

+103億円
+2.3％

+70億円
+2.9％

+31億円
+9.7％

・ 貸出⾦残⾼は、26年3⽉末⽐ 330億円（+4.0％）増加（うち個⼈向け+86億円、事業向け+103億円）
・ 個⼈ローン残⾼は、26年3⽉末⽐ 102億円 （+3.7％）増加
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+330億円
+4.0％

+102億円
+3.7％



預貸金利回り・利鞘

各種利回り等の推移（国内業務部⾨） 各種利鞘等の推移（国内業務部⾨）

・ 貸出⾦利回りはさらに低下するも、有価証券利回りの上昇や資⾦調達原価の低下により、総資⾦利鞘改善
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有価証券

26年9月末
評価損益

26年3月末

評価損益26年3月末比

満 期 保 有 目 的 1,510 80 1,429

子会社・関連会社株式 － － －

その他の有価証券 4,327 704 3,622

株 式 2,409 730 1,678

債 券 1,628 △ 78 1,707

そ の 他 289 52 236

合 計 5,837 785 5,052

有価証券残⾼推移

（億円）

2,357
2,128

△ 32億円
△ 37.7％

△ 35億円
△12.4％

+ 570億円
+ 44.5％

+ 7億円
+ 16.0％

+ 74億円
+ 34.5％

有価証券評価損益の状況
（単位：百万円）

利回り・修正デュレーションの推移
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1,913

・ 有価証券残⾼は、26年3⽉末⽐ 584億円（+30.5％）増
・ 有価証券評価損益は、株式などの評価益が増え26年3⽉末⽐ 7億円増

+ 584億円
+ 30.5％2,498



自己資本比率

（億円）

自己資本の推移【単体】 自己資本比率・リスクアセットの推移【単体】

（億円）

バーゼルⅢ基準バーゼルⅡ基準

• ⾃⼰資本⽐率は9.69％に（26年3⽉末からバーゼルⅢ＜国内基準＞適⽤）
• 国内基準（4％以上）を⼤きく上回っており、健全性確保
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バーゼルⅢ基準バーゼルⅡ基準



経費・ＯＨＲ

26年
9月期

25年
9月期前年同期比

合 計 5,860 236 5,624

人 件 費 3,060 51 3,009

物 件 費 2,452 105 2,346

税 金 347 78 268

※ ＯＨＲ＝営業経費／業務粗利益

経費・ＯＨＲの推移 経費の推移

⼈員推移

（億円）
（単位：百万円）

（⼈）

※ 出向者を除く

5656 56

1,0561,0111,012

・ 経費は、倉敷営業部の新設などにより物件費が増えたことなどから増加
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1,056



不良債権比率、保全・引当状況

不良債権⽐率の推移

（億円）

268270272268

与信関連費⽤・与信費⽤⽐率推移

26年9月末 26年3月末
26年3月末比

保 全 率 84.91 1.25 83.66

破 産 更 生 等 債 権 100.00 0.00 100.00

危 険 債 権 85.72 △ 1.00 86.72

要 管 理 債 権 58.14 3.28 54.86

引 当 率 50.84 2.18 48.66

破 産 更 生 等 債 権 100.00 0.00 100.00

危 険 債 権 44.80 △ 5.91 50.71

要 管 理 債 権 21.12 2.05 19.07

保全・引当状況
（単位：％）

※与信費⽤⽐率＝（⼀般貸倒引当⾦繰⼊額+不良債権処理額）÷期中貸出⾦平均残⾼
※全期間において「償却債権取⽴益」を与信関連費⽤に含めて計上しております。

（百万円）
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・ 不良債権⽐率は、26年3⽉末⽐ 0.16ポイント低下し3.16％
・ 保全率（担保・保証等、引当⾦）は、84.91％と⾼⽔準維持



平成２７年３月期 業績予想

（％表⽰は対前期増減率）

経常収益 経常利益 当期純利益
一株当たり

当期純利益

26年3⽉期
（実績）

百万円

18,568
％

4.7
百万円

2,167
％

25.9
百万円

1,169
％

24.6
円 銭

10 16

27年3⽉期
（予想） 19,100 2.8 2,500 15.3 1,500 28.3 13 04

連結経常収益 連結経常利益 連結当期純利益
一株当たり

当期純利益

26年3⽉期
（実績）

百万円

18,799
％

4.5
百万円

2,262
％

22.4
百万円

1,240
％

17.9
円 銭

10 79

27年3⽉期
（予想） 19,300 2.6 2,600 14.9 1,600 29.0 13 93

【単体】

【連結】 （％表⽰は対前期増減率）

・ 平成27年3⽉期は、資⾦利益や役務取引等利益などを増強するとともに、グループ経営を強化することで増収・
増益、当期純利益は最⾼益更新（単体・連結）⾒込む
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中期経営計画「トマト ＭＯＴＴＯ３ プラン」

〜ＭＯＴＴＯも⾝近で信頼され選ばれ続ける「じぎん（地元の銀⾏）」へ〜
計画期間 平成24年4⽉〜平成27年3⽉

重点⽬標

地域経済・社会への貢献
コンサルティング機能の強化

地域社会の活性化への貢献

⼆
⼤
変
⾰

１.お客さまサービス改⾰
コンプライアンス絶対優先の貫徹

お客さま⽬線に⽴ったサービスの確⽴

２.営業⼒パワーアップ
「営業⼒パワーアップ」で
盤⽯な成⻑基盤を確⽴

重点施策
（1）コンプライアンス絶対優先の貫徹やリスク管理の⾼度化による⼀

層の信⽤⼒向上
（2）お客さま応対⼒、事務、マーケティング、店舗づくりなど、細部にわ

たりお客さま⽬線に⽴ったサービスを確⽴

（3）中⼩企業者向け貸出、個⼈ローン、ＡＬＭ運⽤などによる運⽤
⼒の強化

（4）⼈財⼒の強化や情報インフラなどの活⽤による成⻑基盤の強化

（5）地域経済・社会への貢献としての、①地域の成⻑分野（環境・
新エネルギー、医療・介護、農業、海外進出⽀援など）⽀援、②
個⼈のセカンドステージ応援、③地域社会活性化・安⼼安全の
確保への取組み強化
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（単体） 26年３⽉期（実績） 26年9⽉期（実績） 27年３⽉期（⽬標）

コ ア 業 務 純 益 31億円 15億円 40億円
経 常 利 益 21億円 13億円 25億円
当 期 純 利 益 11億円 8億円 15億円
⾃⼰資本⽐率 9.78％ 9.69％ 9.5％以上
不良債権⽐率 3.32％ 3.16％ 3％台



⽿マーク表⽰板・携帯助聴器を全営業店へ設置！

ロビーナビゲーターを全営業店へ配置！

携帯助聴器

二大変革： お客さまサービス改革

１⽇ロビーマネージャー、県下⼀⻫あいさつ運動

• 岡⼭県教育委員会のあいさつ運
動 “めざせ「あいさつ⽇本⼀！」
プロジェクト”に平成25年10⽉か
ら参加

• 毎⽉10⽇に、プロジェクトの「のぼ
り」を掲げて全社を挙げてあいさつ
運動も展開中

・ お客さまサービス改⾰を進め、お客さま満⾜度地域ナンバーワンを⽬指す。
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二大変革： 営業力パワーアップ

営業⼈員 営業時間 営業能⼒
＋ ＋ ＝

・ 営業⼒パワーアップ⼤作戦の成果で事業者向け貸出先数 8千先を達成

営業⼒
Power Ｕｐ！
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法人のお客さまへの取り組み

中⼩企業等向け（※）貸出残⾼ 岡⼭県内向け貸出残⾼
（億円） （億円）

※ 資本⾦3億円（ただし、卸売業は1億円、⼩売業、飲⾷業、物品賃 貸業等は
5千万円）以下の会社⼜は常⽤する従業員が300⼈（た だし卸売業、物品
賃貸業等は100⼈、⼩売業、飲⾷業は50⼈）以下の企業および個⼈など

・ 資⾦ニーズ創造型営業に注⼒し、中⼩企業や個⼈、県内向け貸出が増加中

+148億円
+2.4％ +267億円

+4.2％
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個人のお客さまへの取り組み

2,521

2,923

2,744

最⾼5,000万円⼤型フリーローン登場！

25年6⽉、お客さまの所有不動産の有効活⽤により
様々な資⾦ニーズにお応えする最⾼5,000万円まで
の⼤型フリーローン「充実⽣活Ⅲ（不動産担保
型）」の取りいを開始。

・ 個⼈ローンは、 26年3⽉末⽐ 102億円（+3.7％）増加

+102億円
+3.7％

2,846

（億円）
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倉敷地区の営業ネットワーク充実
・ 倉敷市内中⼼部（倉敷市中央⼀丁⽬）に、倉敷地区での当社の営業戦略上の旗艦店舗となる「倉敷営業

部」を平成26年7⽉新設
・ 旧・倉敷⽀店は鶴形⽀店として、次世代店舗スタイルにリニューアル

• 住宅ローンセンター倉敷を併設
• 倉敷地区の旗艦店舗として顧客基盤・業容拡⼤に貢献！

鶴形⽀店倉敷営業部（倉敷本社）、住宅ローンセンター倉敷

資産運⽤に関する多様なご相談に対応
する新空間「ファイナンシャルプラザ」を
設置した次世代型店舗
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預金残高1兆円達成！（平成26年9月）
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平成26年7⽉開催 岡⼭県産業振興財団と共催で４回⽬
来場者1,350名、商談 約400件

平成26年8⽉開催 中國信託商業銀⾏の⽇台ビジネスの
専⾨家などが講演

成長分野支援の取り組み

+ 20億円

トマトアグリフードフェア2014の開催

トマト銀⾏ 医療・介護セミナーの開催

平成26年9⽉開催

トマト台湾ビジネスセミナーの開催

医療・介護向け貸出残⾼の推移
（億円）
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岡山県との包括提携（平成26年8月）

トマト岡⼭県企業⽴地特別融資制度

主な連携事項
① 地域産業の振興・中⼩企業等の⽀援
② 農林⽔産事業者の育成⽀援
③ 災害時⽀援対策
④ 企業誘致・投資促進
⑤ 観光振興
⑥ 学⼒向上・徳育推進
⑦ 県のイメージアップ戦略の推進と情報発信
⑧ 移住・定住促進

倉敷市・⽟島ハーバーアイランド

• 総枠200億円
• 岡⼭県または県内市町村の企業⽴地に関す

る優遇制度を利⽤する事業者向け
• 最優遇⾦利適⽤
• 融資期間最⻑20年

⽇本で最も優れた企業⽴地環境の岡⼭県へ
の新たな企業の進出を⽀援
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「もんげー岡山！定期預金」の取り扱い
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トマト銀行のあゆみ

1931年 昭和 6年11⽉ 岡⼭県倉敷市において創業

1951年 昭和26年10⽉ 三和相互銀⾏に社名変更（本店：岡⼭市）相互銀⾏に
転換

1969年 昭和44年 4⽉ ⼭陽相互銀⾏に社名変更
1987年 昭和62年10⽉ ⼤阪証券取引所および広島証券取引所に上場
1989年 平成 元年 4⽉ トマト銀⾏に社名変更、普通銀⾏に転換
2000年 平成12年 3⽉ 東京証券取引所市場第⼀部に上場
2002年 平成14年 7⽉ 岡⼭県信⽤組合の事業を譲り受け
2011年 平成23年11⽉ 創⽴80周年
2012年 平成24年 4⽉ 現・中期経営計画「トマト ＭＯＴＴＯ3 プラン」スタート
2014年 平成26年 7⽉ 創業の地に倉敷営業部（倉敷本社）新設
2014年 平成26年 9⽉ 預⾦残⾼が１兆円を突破
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トマト銀行の店舗ネットワーク

その他の拠点
住宅ローンセンター（岡⼭、倉敷） 2ヵ所
ビジネスサポートプラザ 1ヵ所
ＡＴＭ設置台数 197台

インターネットももたろう⽀店

広島県内
1ヵ店
（福⼭）

岡⼭県内
53ヵ店

兵庫県内
4ヵ店

（⾚穂、⿓野、姫路、神⼾） ⼤阪府内
1ヵ店
（⼤阪）

東京都内
1ヵ店

（千代⽥区鍛冶町）

・ 5都府県に61ヵ店を展開し、地元岡⼭県内に53ヵ店を集中的に配置
・ 中国地⽅の地⽅銀⾏で初のインターネット専⽤「ももたろう⽀店」を平成22年3⽉に開設
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トマト銀行のプロフィール

本 社 所 在 地 岡⼭県岡⼭市北区番町2丁⽬3番4号
設 ⽴ 年 ⽉ ⽇ 昭和6年11⽉9⽇
資 本 ⾦ 143億1千万円
総 資 産 1兆1,584億円
預り資産残⾼ 1兆1,536億円（うち預⾦残⾼ １兆13億円）
貸 出 ⾦ 残 ⾼ 8,394億円
従 業 員 数 869⼈（臨時雇員および嘱託を除く）

店 舗 数
61ヵ店（岡⼭県53ヵ店、兵庫県４ヵ店、広島県・⼤阪府・東京都各
１ヵ店、インターネットももたろう⽀店１ヵ店）、住宅ローンセンター 2ヵ所、
ビジネスサポートプラザ 1ヵ所

上 場 ⾦ 融 商 品
取 引 所 東証⼀部（証券コード 8542）

※ 計数は単体、平成26年9⽉末時点。
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本資料に関する照会先

株式会社トマト銀⾏ 経営企画部
Tel：086-800-1830
Fax：086-224-0207

本資料には、将来の業績に関する記述が含まれております。こうした記述は、将来の業績を保証するものではなく、リスクと不確実性を内
包するものです。
将来の業績は、経営環境の変化等により、⽬標対⽐等異なる可能性があることにご注意ください。
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